
かとう学園　第２回学園運営協議会　議事録

１　開会行事【進行：事務局　高田学園Co.】
（１）会長あいさつ【安部会長】　

　梅雨が開け、水不足も心配されている。「自立、協働、創造」にむけて、子どもたちがよりよく育

つようにご協力をお願いしたい。

（２）かとう学園挨拶【河東小学校校長　安河内】

　前回の運営協議会では、皆さんで熟議を行い、坂井委員からのご意見とまとめをいただき、良

いスタートができたと思っている。地域と合同での「通学路クリーンアップ作戦」は、残念ながら雨

で実施できなかったが、しっかり準備をしていただき、次年度につなげることができたと思う。ま

た、毎年８年生が実施してきた「ワクワクWrok」が、今年もコロナの影響でできない状況である
が、中学校の企画で、両小学校で受け入れるように検討中である。中学生の育ちに小学校の教

師も関わっていけるよい機会になると思う。

（３）前回の確認と本日の日程について

　議事録の確認をお願いしたい。

２　議事【進行：安部会長】

（１）かとう学園評価項目について【事務局：平山】

　学校の教育目標について、どれくらい達成しているかを見るためのアンケートである。児童生徒

へのアンケート項目に対して、保護者や教師にも同じ内容を問うようにしている。また、保護者と

教師は、コミュニティ・スクールに関する項目も追加した。評価計画については、７月に児童生徒

と教師のアンケートを行い、１０月の運営協議会で結果の報告を行う。１２月には、児童生徒、保

護者、教師にアンケートを実施し、１月の運営協議会で学園の自己評価の報告を行う。その際、

各委員から、自己評価の妥当性を評価してもらいたいと考えている。

　

【安部会長】ご質問、ご意見はないか。

【大江副会長】評価項目は裏返すと、期待する子供の姿と同じではないか。このあと、「期待する

子供の姿」という熟議が計画されているが、どのように取り組んだら良いのか。

【事務局：平山】地域や保護者として、どこを重点にしたいかなどを話し合っていただきたいと思

う。

（２）熟議「期待する子供の姿〜学校・家庭・地域で方向性を共有する〜」

①グループ協議について【高田Co.】
　前半は、「自立」「協働」について、地域・家庭として、どんな子供になることを期待するのかにつ

いて熟議を行う。後半は、「創造」について熟議を行う。今回は、委員相互の交流を図るため、前

回と違う班にしている。かとう学園の道徳教育の目標も資料に載せているので参考にしてほし

い。

前半の熟議（２０分）

後半の熟議（２０分）

②各グループからの報告

【Aグループ】
　興味関心がたくさんある子供。そのために、色々な体験をさせる、小さな成功を繰り返させる、

「どうしたい」と聞く、選択肢をたくさん与える。

【Bグループ】
　挨拶はとてもいい。これからも、地域を元気にする挨拶は続けてほしい。自立・協働では、めあ

てが大切。お家でも、めあてを持つことが大切。地域でも、二丁目小学校、宿題デー、かとコミカ

フェなどを行う中で、「今日のめあて」をもつことを大切にしている。また、地域に出ると、異年齢の



交流になるので、学校で学んだことを活かせるようになってほしい。創造では、いざというときに、

行動できる子供。そのためには、体験が大切。子供一人に対して、より多くの大人が関わること

が大事。防災に関する活動は、創造力を発揮できるので、地域と連携して行えると面白い。

【Cグループ】
　優しい子供、命を大事にする子供、自分から関わりたいと思える子供。そのために、大人も子

供も参加できる「クリーン作戦」などを、目的をはっきりさせて実施することが大事。地域と連携し

た学習活動を企画し、その学習活動を続けていくことで、自分から進んでできることが増える。創

造は、言葉を選び状況を見て行動する子供、自分の考えを伝える子供。大人の枠の中で発言さ

せるのではなく、ワールドカフェのように、本音を出せる場を作る。将来の夢を語るなど、自分で

本当にやりたいことを語ることができる子供に育ってほしい。そのような場を、学校、地域の取り

組みとして作りたい。

【Dグループ】
　自分の子供しか見ていないので、他の子も見たいし、自分の子も他の大人から見てもらいた

い。自立と協働を土台として創造する力も育つ。二丁目小学校では、子供が大人とも関わり、自

分にできることも増えるようにしている。道で会った時も、声をかけてくれるようになっている。

　

③まとめ【安部会長】

　夢を持って、夢を語れる子供を育てる。できるだけ体験活動を多く実施していく。人に優しく、命

を大切にする子供。自己主張が弱いという面もあるので、自分のことが自分で言える子供が育て

られるように、学校と地域、保護者が協力していきたい。

３　閉会行事【進行：高田Co.】
（１）諸連絡【事務局：笠井】

　次回は、１０月７日（金）１４：１５〜河東中学校

　子どもたちの様子を授業の姿で見てもらえるように、この時間を設定した。９年生の姿を見てい

ただき、めざす子供の姿を明らかにしていきたい。その後、生徒会との交流会を企画している。

（２）おわりの挨拶【大江副会長】

　地域学校協働推進員として、楽しく活動していきたいと思っている。地域の方に「学校が身近に

なった」と感じてもらえるように、学校の情報を発信していきたい。それも私達委員の役割だと思

う。

　


